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きるようになった。ただし、擬似 M-component の発生回数の増加に伴って RS の電気的特性が
スプライトの発生には重要になるという結果を示したことから、第一義的に重要となるのが RS
であることには違いはない。また、空間的な問題に関しても、仮説どおり、水平雷放電を伴うこ
とでスプライトの発生位置が源の雷放電とずれる結果や形態的差異と密接に関係している結果を
得られた。水平雷を伴うと静電場の形成は水平放電路の発生した方向に移行しながら形成するた
め発光位置がずれると考えられる。水平雷を伴っても主に RS によって形成される静電場の影響
が強いため、RS の放電路の長さの違いによる静電場の形成過程が大きく異なることが形態的差異
には大きく影響することがわかった。そして、どちらの解析結果でも主に RS の電気的特性がス
プライトの発生条件に影響しており、大局的見地から雷放電と中間圏発光現象の関係を理解する
上では、複雑な雷放電でも RS の電気的特性に着目すればよいことも理解できた。
